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遠隔地への金融サービスと、大規模災害に対する

BCP対策から、移動金融車「鶴まう号」を導入します

ぐんまみらい信用組合

代　表　者： 八髙 武
設立年月日： 1953 年 12 月 23 日
資　本　金： 226 億 5,333 万円
従 業 員 数： 272 人

住  所： 高崎市田町 125
T E L： 027-322-2041
U R L： http://www.skibank.co.jp/gunmamirai

● 事業者紹介 ● 経緯・背景

● 具体的な取組や成果

　群馬県内全域と埼玉県北部を営業エリアとする信用組合。
県内に 35 店舗、1 出張所を展開。 基本理念として①「繁
栄する地域社会」②「幸福なる人」③「信頼される“ぐん
まみらい信用組合”」を掲げており、協同組織金融機関とし
て相互扶助に立ち
返り、 地域と共に
未来を育むパート
ナーを目指してお
ります。

　移動金融車「鶴まう号」は、少子高齢化や人口減少の進
展といった、急激な環境変化に対応していくための解決策の
一つとして導入したものです。 金融機関の使命として、遠
隔地に住む方への金融サービスの提供、大規模災害に対す
る BCP 対策といっ
た観点から導入を
進めました。

【具体的な取組】
●移動金融車
　移動金融車は、トラックの荷台を改造して ATM や窓口デ
スクを搭載した移動型の金融店舗であり、1 台で通常の店
舗とほぼ同様の業務が行えます。 毎週月曜から金曜の間、
運行ルートを決めて計画的に巡回営業しており、預金業務や
為替業務、各種変更届、年金振込指定の受付、個人ローン
の相談受付等に対応しています。
　また、移動金融車には非常用電源を搭載していることか
ら、BCP 対応として、大規模災害時には緊急店舗としたり、
電源供給による復旧支援をすることも可能です。
●クラウドファンディング
　新型コロナウイルスにより影響を受けた取引先企業の販
路開拓のため、県内の中小事業者をクラウドファンディング
で応援する取組を行なっています。

【成果】
　遠隔地に住む方への金融サービスの維持・提供に加え、
お客様同士のコミュニティー形成にも繋がりました。また、
群馬県内外の信用組合等からの視察や問い合わせも多く受
けており、少子高齢化や人口減少時代において、皆が安心
して過ごせる街づくりに資する取組となっております。

　信用組合の相互扶助の精神は SDGs と理念を同
じくするものと考え、企業活動を通して達成する目
標として、2021 年 4 月にSDGs 宣言を行いました。
当組合では、地域の人々に金融サービスの提供を
通じて安心と元気を届け、皆が元気になることでよ
りよい街づくりが進み、持続可能な社会の実現に
繋がると考えています。

　SDGs への取組は、日々取り組んでいる業務の
見直しが大切だと考えています。そのためクラウド
ファンディングを活用した取引先の販路開拓や外国
人労働者の雇用を増やす企業の支援など、様々な
取組を行い、これまでの活動を強化し継続しなが
ら、関係団体等とのさらなる連携を図り、地域の
活性化に努めます。

移動金融車の導入により、遠隔地での金融サービス提供を実現
非常用電源搭載で大規模災害時には電源供給による復旧支援も可能に

金融サービスの提供を通じて
地域社会の活性化を実現

関係団体との連携を強化し
地域の活性化に貢献

当社にとっての SDGs ビジョン 今後の展望と求めるパートナー像
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新型コロナ対応事業者応援プロジェクトとして、県内の中小事業者を
クラウドファンディングでサポート
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